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1 は  じ め に

昭和46年 7月 に卸売市場法が施行されて以来,大都市の

市場整備が行われてきたが,地方卸売市場, とくに青果物

産地市場育成の立遅れがみられる。また, これについての

経済分析や研究も乏しく,こ の問題に関しては現状追認の

姿勢であるといわざるをえない。一方,西欧の流通機構は

フランス,西 ドイツ,デンマーク,イ ギリス,ベルギー,

オーストリア等の諸国がォラングのVciling l)(青 果物セ

リ市場 )の 影響を受けている。 このVcningの 経済
主体は生産者団体であり,農協が設立し,運営 している。

そこに,多 くの商人らを集め,商人らに競争させ,最高の

値をつけさせる機械方式によるt,販売である。国内では

京都府の寺田農協市場うや岐阜県の加児農協市場うなどが

数少ない事例のひとつである。 とくに加児農協は組合員
7,0∞ 人の大型農協で,純粋な生産者市場である。先述の

産地市場の育成については ,生産者のみならず,消費・流

通関係者に及ぼす社会的経済的効果が大きく,そ の展開の

期待度が高い。その反面,産地市場をめぐる問題点は複雑

多岐にわたっており,こ こでの報告はその一部にすぎない。

この調査は県産 リンゴの呼LO地 ,弘前市にある2卸売市場

について実態分析を行い,産地市場を定着させ,推進させ

るための条件を明らかにすることをネライとした。

2 調査対象と調査方法

生産者 :(H市場 ) 96人
間取 り調査 s52119-11日

買参人 :(H市場 ) 143人
郵送によるアンケート調査 S521125-125

出荷票 :(D市場 )10日 間
10品種の L場出荷票の集計整理 S52910-1125

3 調 査 結 果

1 生産者の意向
市場対応 :市場の利用は開設当初からの生産者が多く

取引価格は約 4割が安いことをあげている。出荷の際,意

外にも相場を気にせずに持込んでいる。持ち込みノンゴの

中には,農協,仲買が引きとらなかった規格外や 1箱 に満

たないものなどがある。また,■揚 単位は生産規模と運搬

手段によって規制され,概 して小さい。

市場に対する要望 :特に要望なしが 7割 で,はぼ条件

が充されており,残 りについては高く売ってはしい。手数

料が高すぎるなどがあげられた。また,生産者は無条件委

託販売に対する不安もある。流通情報としての市況もある

が,Hl場 へ来て確める人が 3割 もあったのは,市況と実際

の取引相場にギャノプがあるという意識が働くためと思わ

れた。

2 質参人の意向
市場対応 ;市場からの仕入れは県外移出向けが約 8割

と圧倒的に多く,他は県内小売 ,仲買等になっている。仕

入れの際には ,品種,価格,玉の大きさを念頭におき,実

際 ,現場でセル段階では,鮮度 ,色づき,玉そろい,ご ま

かし,量的なまとまりの順に意を注いでいる。

利用上の利点および欠点 :ま ず最初に利点をあげると

第 1に ,特定少量の品種を一定量にまとめて購入できる。

第 2に ,好 きなものを選べる。第 3に ,注文に応 じて短日

で集荷および移出ができる等であり,欠点については,第

1に ,粗悪品の混入。第 2に ,ご まかしや産地市場価格が

高いこと。第 3には,庭先の取引きが困難になったことが

あげられる。

生産者に対する要望 :ごまかしをなくしては しいが大

半を占め,次 いで,選果を厳密にしては しい。品質に対す

る責任を持っては しいなどである。

市況の信頼性 :表 1に おいて,例 えば,ス ターキング

の場合,高値比率は51%,安 値比率 270%,残 り679%
は高値 と安値の間で取

=|き
されたものである。中値と平均

単価の差は320円で,平均単価は中値より113%は ど安く

なっている。品種間の差異はあるが,紅玉,ふ じを除いて

高値比率は 5%前後で非常に少なく,市況は呼び値的な要

素を含んでいる。これに対して安値比率は20%前後で,品

質格差もあるが,新品種はど小さく,それ以外は一般に大

きくなっている。全品種の平均でみると,平均単価は中値

より10%ほ ど安いといえる。従って,生産者が出荷する際

には中値価格から約 1割減 したものが平均価格と,一応の

目安をつけることができる。

任意出荷組織 :一般に市場において,出荷の際 ,生産
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者が何別に持込むよりは,出荷組織にリンゴを集め,品質 ,

規格を統一した荷姿で出荷すれば市場では銘柄で取引され

る。この点 ,両市場は,ま だ集荷力を増す段階であり,荷

口の大きさ,品種などの規制はしていない。また,出荷の

際の組織化も完全に確立されてはいない。1組織の構成員

は ,大規模な生産者では 4～ 5名 ,小規模の生産者では30

～Ю名で構成され,地域の篤農家がリーダーとなり,集荷

を行っている。

表 : 市況と実際の取引価格との比較

現在は零細多数の生産者 と零細多数の買参人の結合であ

り,集荷力が弱いが,将来 ,市場の規模拡大と充実に伴い

大きく変貌するものと思われる。そのときは,個別生産者

の対応では ,お のずから限界があろう。そこでもっと積極

的に,よ り有利に販売するための市場戦略をたて,それを

実行することである。まず第 1は出荷組織の結成であり,

農協,経済連等がこれをいかに吸引するかが,今後の重要

印は (中値―平均単価 )/中値Xl∞ (%)と して算出。

課題であると思われる。

これについて市場側からの利点をあげると,第 1に ,荷

口がまとまっている。第2に選果が良いし,下落ちがなく

信用できる。第3に生産指導等により買参人が求めている

品質 ,規模等荷姿の統一をはかれるなどがあげられる。ま

た,生産者側の利点は第 1に ,市場への持ち込みの手間が

省ける。第 2に ,代金を持ってきてもらえる。第3に は市

況および生産情報が入る。第 4には出荷奨励金がでる等が

ある。
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項

種

市 況 (円 ) 平均単価

(Pl) 中『⑪
価 格 差
比 率*
(%)

上 場 数

(箱 )高 値 中 値 安 値
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